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「予防医療などの一般診療から専門医療、リハビリテー
ション、術後ケアまでトータルで医療ケアを行える体制
を整え、ペットと家族のQOL（クオリティ・オブ・ライフ）
の向上をサポート致します」皆川　武久さん

有限会社皆川獣医科医院　
代表取締役社長

高萩市、つくば市、水戸市、日立市、土浦市におい
て、獣医科の一般診療から専門医療まで行う。施設
により、リハビリフィットネス、トリミング、ホテ
ルなども併設している。

北関東で唯一となる広域地域に高度獣医療を提供するセンター病院を構築した。構築に
あたり、リハビリ施設、MRI、CT等を導入し、高度医療設備を提供する環境を実現した。
今後、高度医療設備、専門獣医師、理学療法士による高度獣医療を実施し、高度医療に
関するニーズの高まりに応え、地域獣医療の発展と当社の技術力向上と売上拡大を目指す。

事業成果の活用・今後の取り組み
事業の具体的内容及び効果

　高度医療を行う同院には、難しい症例の患畜が運
び込まれることも多い。その際、最新医療機器で
治療を行うことに加え、飼い主が納得できるイン

　2015年に開院した「アイ動物医療センターつく
ば」に、本補助事業を利用して導入したのは、内視
鏡システムと、外科用X線TVシステム・Cアーム。
手術の際に、患畜内部の骨や血管などをX線撮影で
リアルタイムに把握することで、より正確な手技を
行うことができるというものだ。他に画像診断を行
うMRI、CT、腹腔鏡、エコーなども備え、大学病
院レベルの最新医療機器を揃えた、北関東随一の総
合病院が誕生した。つくば市に高度医療を行う施設
を開設することで、都内に行くよりも費用が安く、

　1979年、高萩市に動物病院を開業。その後順調
に顧客を増やし、日立市、土浦市、水戸市にも新た
に開院。動物病院、ペットホテル、グルーミングの
事業を展開してきた。2007年には、より専門的な
治療を行える設備を備えた「アイ動物医療センター
高萩」を開院。県北地域の中核獣医科医院として
CTを完備していたが、MRIはなく、病院としては
まだまだバージョンアップの余地がある状況だっ
た。実際治療にも限度があり、それ以上高度なこと
が必要な時は、神奈川県や都内の大学病院を紹介し
ていた。これは、患畜にとっても移動の負担が大き
く、治療費も高くなるため飼い主も大変である。そ
こで、ペット人口が少ない高萩市に高度医療機器を
導入するより、多くの症例を受け入れやすいつくば
市に高度治療にも対応した動物病院の開設に取り組
んだ。

アイ動物医療センターつくば
〒305-0816　つくば市学園の森2-20-5
TEL.029-858-8877　　FAX.029-858-8878
http://www.aitom.jp/
資本金：300万円　　　従業員数：84名

有限会社皆川獣医科医院

有限会社皆川獣医科医院
大学病院に匹敵するような高度医療機器を導入し、
広域地域の専門治療を担う北関東随一の
総合病院を設立

つくば動物医療センター開設プロジェクト

移動も便利となった。
　また患畜は、一般の飼い主だけでなく、県内や近
県（栃木県・福島県・千葉県など）の個人病院から、
二次診療として専門医療の検査・治療依頼も多い。
その際、手術の立会いも含め診断書や画像データな
どは報告し、一方同院も様々な症例の蓄積ができる
ことから、双方にとっても利点が大きい。

フォームドコンセントが重要となる。そのため人材
育成にも力を入れ、スタッフがチームとなって治療
に取り組めるような体制を整えている。
　また同院では、リハビリテーション施設を併設し、
３名の理学療法士が在籍していることも大きな特徴
である。専用プールでは、水中トレッドミル（ラン
ニングマシン）を設置し、理学療法士の指導のもと
にリハビリテーションやフィットネスを行い、術後
のリハビリや予防医学にも力を入れている。
　将来的に、ペットの頭数は減っていき、動物病院
も淘汰されていくとされる。そのため他医院との差
別化を図ることが重要であり、今後も高度専門医療
とリハビリ施設を合わせた地域獣医療を目指してい
く。
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高度医療機器を備えた手術室

大型のプール施設でリハビリテーションを行う

アイ動物医療センターつくば


